
  

● 軍事作戦としての救護態勢
●

● ①知らない間に進む戦時医療体制
● ②海外での武力行使を前提に救護体制を検討している

-戦争法と歩調をあわせる-米軍・有志連合との一体化

● ③今年４回にわたって有識者会議で検討した。医療関
係者の無批判的承認、医療機関の協力をとりつける。

● ④戦闘と救護態勢は補完するもの
● ⑤戦闘状態での後方支援の一つ　医療活動
● 明らかな憲法違反　武力行使を禁じている　交戦など

もってのほか
● 命をもてあそぶな　若者を死地に追いやるな
● 防衛省の資料　現状と検討後に注意



  

「火線救護」 旧日本陸軍の制度で、軍医による第一線での負傷兵の救護活動をさす。
日本陸軍には野戦病院があったが、最前線の負傷兵を後方の野戦病院などに移すための後送の態勢が
手薄だったという。必然的に第一線での軍医による応急措置が重視され、「火線救護」と呼んだ。
現在では「第一線救護」と呼ばれている。
この第一線救護が、自衛隊の海外派遣、後方支援活動の拡大などによって強化されようとしている。

防衛省・自衛隊の第一線救護における適確な救命に関する検討会
 第１回会合日    平成２７年４月２２日
目的    防衛省・自衛隊の第一線における適確な救命に関し、専門的な観点から意見を聴取 することを目
的として、部外有識者からなる防衛省・自衛隊の第一線における適確な 救命に関する検討会を開催する。

委員　氏名    職名
　石井　正三  　　日本医師会　常任理事
　遠藤　久夫  　　学習院大学経済学部 教授
　織田　有基子   日本大学大学院　法務研究科　教授
　折木　良一  　　富士通株式会社　常任顧問
◎佐々木　勝   　東京都立広尾病院　院長
　田邉　晴山  　　救急振興財団救急救命東京研修所　教授　
　山口　芳裕  　　杏林大学医学部　教授
　山本　保博  　　東和病院　院長
　行岡　哲男  　　日本救急医学会　代表理事

最近の開催実績    年月日 　　 　　議題
第１回  平成２７年４月２２日    ・自衛隊の第一線救護における適確な救命について
第２回  平成２７年６月１７日    ・第一線救護における適確な救命のために必要となる緊急の処置及び教

育・訓練について
　・第一線において衛生科隊員が医療行為を行う体制について

第３回  平成２７年７月２３日    ・防衛省のメディカルコントロール体制について
・有事緊急救命処置（仮称）のプロトコール（案）・教育カリキュラム（案）について

第４回  平成２７年９月１６日    ・防衛省・自衛隊の第一線救護における適確な救命に関する検討会報告書
（案）について



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  


